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ドローン散布も請け負っています。
ご相談ください！！防除の様子はコチラ 

新発売
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新発売

”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。
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特徴
■ 有機物分解能力を持つバチルス菌を生きたままの状態で含んだ資材です
■ 分解された残さは肥料成分として次の作で作物に活用されます
■ 水和タイプですので農薬散布機で散布可能です

機械まき可能なﾍﾟﾚｯﾄﾀｲﾌﾟ
（肥料成分入）もﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ

ヨトウ類に活性の高い「アイザワイ系統」とコナガ・アオム
シ・オオタバコガに活性の高い「クルスターキ系統」の両
方の殺虫活性を併せ持つハイブリッド型BT剤です
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喜多社長のフィロソフィ日記「全員参加経営を目指して」 7月11日、全従業員が集まり、第1四半期の振り返りと第2四半期の重点活動を共有す
る全社会議を開催した。1Q実績は、MP比で受注高97.8％、売上高97.3％と目標には届かなかったが、差引収益101.6％、時間あたり採算103.5％と
なった。時間あたり採算については、人員がMPより少ない中で生み出した数字でもあり、手放しで喜べるものではない。少ない人数で一人ひとりが力を
発揮してくれた結果であり、組織への負荷も大きかったと感じている。受注・売上の挽回という課題は残るものの、会議後には、これから迎えるドローン防
除をはじめとする夏の繁忙期を全員で乗り切るため、うなぎを食べて英気を養った。また、7月から2名、8月からはさらに1名の仲間が加わった。ここ数年
、採用に苦労してきただけに、新しい仲間を迎えられたことを大変心強く、ありがたく感じている。一方で経営者としては、「この仲間たちが安心して働き続
けられる会社であり続けられるだろうか」「しっかり利益を生み出し、皆の生活を守っていけるだろうか」と考えてしまう自分もいる。採用できたことに満足
するのではなく、新しい仲間が活躍できる環境を整え、会社全体で成果を生み出していくことが経営者としての責任だと改めて感じている。
そのような背景から、ある部門のリーダーに「メンバーが増員となったので、他部門へどれだけ応援に出せるか、具体的な数字を出してほしい」と伝えた。
ところが返ってきたのは、「応援先の仕事が分からないので、安易なことは言えない」という答えだった。そこで、「相手の仕事」を考える前に、まず「自部門
の適正人員は何人月なのか」を整理することにした。その結果、適正人員は約4.0人月、現在は約5.0人月という認識で一致した。入社したばかりのメンバ
ーもいるため、1.0人月をそのまま応援に充てることは難しいが、0.5人月、月80時間程度であれば応援できるのではないかという具体的な着地点を見
出すことができた。
このやり取りを通じて、アメーバ経営における社内応援の難しさを改めて実感した。私は経営者として、つい「工数が空いているなら応援に回せるだろう」
と考えてしまう。しかし、現場はそう単純ではない。応援先の仕事が肉体労働であったり、高い専門性を求められる業務であったりするだけでなく、早朝
作業や夕方以降の作業、土曜日の対応など、勤務時間が大きく異なることもある。そのような状況では、「応援できます」と簡単には言えないのも当然であ
る。だからこそ、まず自部門の現状を数字で把握し、どこまで協力できるのかを明確にした上で、互いの仕事や環境を理解し合うことが重要だと感じた。
今回の出来事を通じて、アメーバ経営が目指す「全員参加経営」「経営者意識を持つ人材の育成」「市場に直結した部門別採算制度」という三つの目的を
改めて考えさせられた。部門別採算制度は単に数字を管理するための仕組みではなく、一人ひとりが経営者意識を持ち、自部門だけでなく会社全体を考
えながら行動するための仕組みなのだと、今回の出来事を通じて改めて感じた。第2四半期（7-9月）は、ドローン防除や害虫駆除など一年で最も忙しい
繁忙期を迎える。だからこそ、一人ひとりが自部門だけでなく会社全体を考え、互いに助け合いながら、全員参加でこの繁忙期を乗り切っていきたい。そ
して、お客様をはじめ、地域社会、仕入先・メーカー、協力会社の皆様との信頼を大切にしながら、「喜多猿八に任せて良かった」と思っていただける仕事
を積み重ねていきたい。

葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも


